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要旨
近年、テクノロジー・情報通信・エンタテイメント＆メディア

（TMT）セクターにおける技術のディスラプション（創造的破壊）
はビジネスの状況を大きく変えてきた。人工知能（AI）、特に生
成AIは、従来の手法に革命を起こしただけでなく、TMTセクター
全体でイノベーションと効率性を発揮するための新しい道を開
いている。TMTセクターのリーダー層は、生成AIが長期的に大
きな変革をもたらすと考えており、その43％が今年中にインパク
トを目の当たりにすると予想している。本調査に回答した企業の
うち3分の2を超える企業が生成AIの可能性を認識しており、自
社の業務優先事項のトップ5に入れている。そして、そのほとん
どが実装のために多額の投資を行っていると答えている。生成
AIの導入に最も積極的なのはテクノロジー業界で、その80％が
少なくとも1つの生成AIアプリケーションを採用している。一方、
エンタテイメント＆メディア業界と情報通信業界では50％の企
業が生成AIアプリケーションを導入している。このような傾向
は、生成AIがビジネスモデルを変革し、企業が提供できる価値
を高めることを反映していると言える。回答企業の70％が、生
成AIが生み出す価値やインパクトを与える領域について、カスタ
マーエクスペリエンスの向上、エンゲージメント（愛着や思い入
れ）、業務委託（アウトソーシング）における変化を挙げている。

生成AI実装のアプローチに関しては、テクノロジー業界およ
びエンタテイメント＆メディア業界の企業は外部コンサルタント
の力を借りる場合が多く、情報通信業界ではソリューションの社
内実装を模索する企業が多い。TMTセクター全体でカスタム展
開モデルの導入が好まれ、テクノロジー企業やエンタテイメント
＆メディア企業は自社のクラウドインフラへの装備が多く、情報
通信企業ではオンプレミスプラットフォームを選択するケースが
多くなっている。TMTセクター全体の83％が、新たな製品とサー
ビスの創造を促進するために、イノベーションとリサーチの分野
で生成AIを利用している。インパクト領域は業界によって異な
り、テクノロジー業界とエンタテイメント＆メディア業界では製品
やサービスの拡充にフォーカスしているが、情報通信業界はコス

ト最適化に重点を置いている。TMTセクターの企業は、従業員
による生成AIの導入を促進するために、ワークショップを積極
的に実施し、学習モジュールを提供している。

テクノロジー企業の大多数では生成AIのユースケースが既に
存在し、インテグレーションと展開、および製品開発に生成AIを
利用している。エンタテイメント＆メディア業界で1年以内に実
装が予想される一般的なユースケースには、音声、動画、テキス
トを含むコンテンツの生成が挙げられる。これらのユースケース
は、テクノロジー企業およびエンタテイメント＆メディア企業に
よる製品やサービスの拡充に役立つと予想されている。情報通
信企業は、デジタルアシスタンス、AI搭載チャットボット、自動障
害検出などの機能を活用し、設備・サービスの提供準備やメン
テナンスにおけるリアルタイムサポートのために生成AIを導入
している。生成AIの導入により最大のインパクトを受ける機能
はIT、セールス＆マーケティングである。

近年、生成AIソリューションは企業にとって一般的な選択肢
となっているが、導入の際に注意しなければならない注意点が
いくつかある。テクノロジー企業は、学習モデルで使用するデー
タの可用性と、その準備が整っているか否かを特に懸念してい
る。エンタテイメント＆メディア業界では、技術インフラが不十
分であることが生成AIの導入のネックとなっており、一方、情報
通信企業は生成AIを既存のシステムに統合することに苦戦し
ている。TMTセクターでは、データセキュリティやプライバシー、
バイアスなど、生成AIの利用に関連するさまざまな問題が認識
されており、主に取締役会レベルのレビューや議論、または最
高情報セキュリティ責任者（CISO）のレビューを通じてそれら
を管理している。また、TMTセクターの企業は、生成AIの実装
に伴う環境への影響を軽減するために、サードパーティと協力
している。
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本調査は、生成AIの活用範囲と、インドのTMT企業へのイン
パクトを理解することを主な目的として実施された。調査では、
導入状況とユースケース、実装アプローチ、企業のオペレーショ
ンとサービスへのインパクト、および生成AI導入における課題
の理解と対処を主な焦点としている。

課題とリスク軽減戦略

基本方針

従業員の能力向上

技術インフラの準備は、生成AIを実装する上で企業が直面
する、ビジネス上の最大の課題である。

生成AI導入における最大の懸念はセキュリティとプライバ
シーである。

対象を絞ったワークショップと学習モジュールの実施は、
従業員が生成AIのベネフィットを活用できるようにするた
めの最も重要なアプローチである。

調査の重点事項

生成AIが戦略的優先事項のトップ5にランクインして
いると回答した企業の割合（トップ3に入っていると
回答した企業は42％）

最初の生成AIソリューションを既に実装している企
業の割合

実装に向けた具体的な戦略ロードマップを有する
か、全社で利用可能な生成AIアプリケーションが少
なくとも1つ存在する（またはその両方）と回答した
企業の割合

既に生成AIのインパクトを実感しており、期待され
るROI（投資収益率）に向けて順調に進んでいると
回答した企業の割合。他に、21％の企業が来年中に
実現すると予想している。

生成AIの導入が最も進んでいる領域：製品／サービ
スの拡充

主なインパクトと提供可能な価値：業務委託（アウ
トソーシング）、収益評価、カスタマーエクスペリエ
ンス

最も大きなディスラプション（創造的破壊）が生じる
機能：セールス＆マーケティング（「顧客の分類とター
ゲット設定」で最も大きなディスラプションが生じる
ユースケースが存在）

最大の導入機会が存在する領域：イノベーションと
リサーチ

76％

導入時の課題を軽減するため
に、取締役会レベルのレビュー
と議論を実施している企業の
割合

87％

自社の基本方針がセキュリティ
に関する懸念に対処できるほ
ど成熟していないと回答した企
業の割合

67％

生成AIの導入を奨励する目的
で、従業員のイニシアチブを高
めるための資金を拡充してい
ると回答した企業の割合

62％

58％

65％

40％
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テクノロジー

生成AIを優先順位のトップ5
に入れている企業のうち、
66％が生成AIイニシアチブ
に「高額の」投資をしている
と回答

回答企業の48％が生成AI
の実装に向け外部コンサル
タントとの共同作業を検討
している

最適と考えるプラットフォーム
と展開モデル：カスタムモデ
ルを備えたプライベートクラ
ウド

生成AIの導入推進に際し最
も効果的な従業員へのイン
センティブ：報酬と評価

 · 「製品開発（コーディングとテストの自動化）」および「インテグレーションと展開」が、テクノロジー企業に最も適したユー
スケースであることが示された。

 · コーディングとテストの自動化の場合、主なインパクト領域は「イノベーションと新製品開発」と考えられ、インテグレー
ションと展開では「製品／サービスの拡充」と予想される。

最も適したユースケースおよびそのインパクトの性質：

最大のインパクト：業務委託（アウト
ソーシング）の変化およびグローバ
ルな収益源とコスト構造の再評価

実装時の最大の懸念事項：データの
可用性／準備

回答企業の48％が生成AI
について「非常に高い」知
識を有することが示された
が、実際の利用頻度は26％

40％が実装に向けた具体
的な戦略ロードマップを策
定済み、26％が検討段階に
ある
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66％ 48％

48％ 40％
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エンタテイメント＆メディア

生成AIを優先順位のトップ5
に入れている企業のうち、
58％が生成AIイニシアチブ
に「中程度の」投資をして
いると回答

回答企業の58％が生成AI
の実装に向け外部コンサル
タントとの共同作業を検討
している

 · 「コンテンツの生成」と「個別最適化されたマーケティング」がエンタテイメント＆メディア企業に最も適したユースケー
スであることが示された。

 · コンテンツ生成の場合、主なインパクト領域は「製品／サービスの拡充」と考えられ、個別最適化マーケティングの場合
は「市場投入」と予想される。

最も適したユースケースおよびそのインパクトの性質：

回答企業の23％が生成AI
について「非常に高い」知
識を有することが示された
が、実際の利用頻度は26％

35％が生成AI導入の検討
段階にあり、25％が実装に
向けた具体的な戦略ロード
マップを策定済み

最適と考えるプラットフォー
ムと展開モデル：カスタムモ
デルを備えたプライベート
クラウド

生成AIの導入推進に際し最
も効果的な従業員へのイン
センティブ：イニシアチブに
対する資金の拡大

最大のインパクト：個別最適化された
カスタマーエクスペリエンスとエン
ゲージメントの向上を目的とした利用

実装時の最大の懸念事項：技術イン
フラの準備
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58％ 23％

58％ 35％
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情報通信

生成AIを優先順位のトップ5
に入れている企業のうち、
67％が生成AIイニシアチブ
に「高額の」投資をしている
と回答

48％の企業が生成AIのイン
ハウス／インソースによる
実装を検討していると回答

最適と考えるプラットフォームと
展開モデル：オンプレミス環境
（学習済みオープンソースモデ
ルを利用）

生成AIの導入推進に際し最も
効果的な従業員へのインセン
ティブ：イニシアチブに対する
資金の拡大

 · 「設備・サービスの提供準備やメンテナンスにおけるリアルタイムサポート」と「個別最適化されたプロモーションと価
格設定」が、情報通信企業にとって最適なユースケースであることが示された。

 · 設備・サービスの提供準備やメンテナンスのリアルタイムサポートでは、主なインパクト領域は「イノベーションと新製品
開発」と考えられ、個別最適化されたプロモーションと価格設定では「市場投入」と予想される。

最も適したユースケースおよびそのインパクトの性質：

最大のインパクト：新規サービスの提
供、新たなパートナーシップの締結、
損益の変化

実装時の最大の懸念事項：既存シス
テムとのインテグレーションの複雑さ

回答企業の22％が生成AI
について「非常に高い」知
識を有することが示された
が、実際の利用頻度は20％

50％が生成AI導入の検討
段階にあり、30％が実装に
向けた具体的な戦略ロード
マップを策定済み
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50％48％
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はじめに
生成AIは、知見を生成し、大規模なデータセットを処理するこ
とによって、コンテンツを作成し、反復的なタスクを自動化し、意
思決定プロセスを強化する機能を備えていることから、さまざま
な業界で導入されています。TMTセクターでは、個別最適化さ
れたコンテンツの開発、顧客サービスの自動化、製品開発、組
織の全体的な運用効率の向上に関連するタスクに生成AIが統
合されています。ほとんどの産業が、変化の激しい事業環境でイ
ノベーションを実現するために生成AIを活用しています。AI技術
の進歩とこのような競争の激しい市場環境が、生成AIの急速な
普及の要因となっています。企業はこの技術の実装に熱心な姿
勢を見せており、ほとんどの企業が生成AIの導入を検討してい
ますが、ワークフローへの生成AIのインテグレーションにはまだ
いくぶん消極的です。多くの企業のリーダー層は、生成AIをワー
クフローに統合することのメリットを認識してはいるものの、
ROIの不確実性、インフラの不備、データのプライバシーとセ
キュリティに関する懸念から、導入をためらっています。

生成AIには多数のアプリケーションが存在することから、その
実装については企業が有する特定のニーズを満たすよう調整す
ることが可能です。透明性、監督機能、説明責任、技術的な堅ろ
う性、安全性、プライバシー、データガバナンス、環境の健全性
を必要とする課題には、適切な実装と展開モデルを慎重に選択
することにより対処できます。実装のアプローチは、社内開発か
ら生成AIに精通した企業との合併や買収までさまざまです。ど
のような展開モデルを選ぶかについては、予算、スキルを有する
従業員の利用可能性、プライバシーとデータセキュリティの要件
の程度により選択肢が異なります。

このように課題は存在するものの、TMT企業ではインドの他
のセクターと比較して生成AIの導入が進んでおり、組織のビジ
ネスモデルにイノベーションとディスラプションをもたらしてい
ます。

TMT企業はアーリーアダプターとして、生成AI技術に関連す
るリスクや不確実性にいち早く取り組んでいます。長期的に生成
AIの価値を最大化するためには、TMT企業は戦略的アプロー
チを追求し、倫理的な観点に基づきテクノロジーを業務に統合
する必要があります。生成AIを導入するためのステップとして
は、責任ある導入のための堅ろうな基本方針の考案、生成AIの
ユースケースと適用に関する評価、導入を促進するための十分
なリソースと資金の割り当て、リスクを相殺するための協力作業
などが挙げられます。

本調査は、インドのTMTセクターにおける生成AI導入の現状
を明確に示し、AI主導の変革に向けた主なトレンド、課題、およ
びベストプラクティスを明らかにすることを目的としています。
調査には業界トップクラスの専門家が参加し、対象セクターに
おける生成AI導入の機会およびその障害となるものに関する貴
重な見解を共有しています。

業界のステークホルダーによって共有された見解と経験を統
合することにより、本調査は、インドのTMTセクターにおいて、
責任があり、かつ持続可能な生成AIの導入に向けた戦略的意
思決定に必要な情報の提供や、対話の促進、また協力的な取り
組みを推進することにも焦点を当てています。本レポートでは、
調査結果に基づき、ROIを評価しつつ、導入の機会およびインパ
クト領域を特定し、適切な実装アプローチや配備・展開モデル
を選択し、生成AIを利用する従業員の準備が整うような生成AI
の導入アプローチを推奨しています。

本レポートに記載した知見は、企業組織、政策立案者、研究
者、およびインドのTMTセクターにおける生成AIの未来形成に
投資するその他ステークホルダーにとって、貴重なリソースとな
ります。
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TMT企業の58％
が、生成AIを長期
的なディスラプ
ター（創造的破壊
をもたらすもの）と
見なし、この業界
に大きな変革をも
たらす可能性を認
めている。

生成AIと 
TMTセクター

インドのTMTセクターにおける生成AIの利用は増加している
が、TMTセクター内での認識と実装のレベルはさまざまである。
TMTセクターの企業は、個別最適化の向上、予測分析、コスト
削減といった生成AIのベネフィットを活用している。しかしなが
ら、データプライバシー、倫理的配慮、および人員の解雇に関す

る懸念は根強く残っている。TMTセクターの企業は、生成AIを
活用したイノベーションと効率性のバランスを取りつつ、テクノ
ロジーの導入に伴う課題に対処すべく努力を重ねている状況で
ある。

TMTセクターは生成AIに対して前向きな見通しを示している。導入の最前線に立つのはテクノロジー業界で、次に活発な業界は
エンタテイメント＆メディアである。情報通信業界も生成AIとその応用の可能性を模索しているが、各企業のリーダー層の反応はま
ちまちである。2024年において、インドの技術サービス提供事業者はAIの利用から得られるより大きなチャンスと成長に注目してお
り、生成AI技術を社内およびクライアントへの製品やサービスに組み込むための活動を実施している。

テクノロジー業界では回答企業の68％が生成AIを長期的なディスラプターと捉えており、エンタテイメント＆メディア業界が
51％、情報通信業界が40％と続いている。生成AIを短期的なトレンドと見なしている回答企業はなかった。

質問：貴社にとって生成AIがどのようなインパクトを与える可能性があるか、1～5の5段階でお答えください。1はディスラプション
（創造的破壊）のレベルが最小（短期的なトレンド）、5はディスラプションのレベルが最大（長期にわたる破壊力）を意味します。

生成AIによるディスラプションの時期について
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生成AIのインパクトを測定し、組織内の変化を確認するまでに必要な期間について尋ねたところ、テクノロジー業界の回答企
業の半数が、生成AIの導入によるインパクトは既に現れていると答えた。エンタテイメント＆メディア業界の回答企業の40％は、
1～2年以内にビジネスに顕著な変化があると予想しており、生成AIの導入に前向きな姿勢を示している。情報通信業界では、
回答企業の意見は二分されている。半数の回答企業が1年以内に実際の効果が現れると予想する一方で、残りの半数は1～2年
以内と予想している。

質問：インパクトが顕在化するまでにどのく
らいの時間がかかると思いますか？

テクノロジー業界と情報通信業界では、生成AIを長期的なディスラプターと見
なしている企業の半数が、その影響は近い将来（1年以内）に現れると予想して
いる。また、エンタテイメント＆メディア業界では30％の回答企業が同じ予想を
している。

1年未満 1～2年 2年以上

テクノロジー エンタテイメント＆メディア 情報通信

30％

40％

30％

50％

29％

21％

50％50％

生成AIの普及は、Gemini、ChatGPT、GitHub 
Copilot1などの生成AIツールが容易に利用可能
となったことに起因している。これらのアプリ
ケーションは使い勝手の良いインターフェイスと
学習済みモデルを提供し、個人や組織はプロ
ジェクトやワークフローで生成AIを容易に活用で
きる。TMTセクターの企業の中でも、テクノロ
ジー企業では生成AIの認知度と利用率が高いこ
とが示された。

結論として、生成AIは、マーケティング、顧客
サービス、データ分析、製品の製作など、情報通
信業界の多くの領域に影響を与えることが期待
されていることが分かる。また、生成AIの利用は、
エンタテイメント＆メディアやテクノロジー企業
があらゆる年齢層のユーザーに個別最適化され
たコンテンツを提供し、コンテンツ開発プロセス
を合理化し、革新的なコンセプトの追求を可能と
する。

1  https://www.topcoder.com/blog/generative-ai/

https://www.topcoder.com/blog/generative-ai/
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生成AIはかなり前から存在しているが、その有用性が業界全体で認められたのはここ数年のことである。多くの企業がまだ生成
AIに対する自社のアプローチに不安を抱いていたり、模索していたりする一方で、ほとんどの企業がワークフローをより簡単、迅速、
かつリソース集約型にする上でのベネフィットと重要性を認めている。

エンタテイメント＆メディア業界とは対照的に、情報通信業界では、生成AIの調査と利用、そしてそこから得られるベネフィットが
顕著に増加しており、60％が日常業務での生成AIの利用頻度が「非常に多い」または「多い」と答えている。また、業務の時間節約
に寄与していることから、各企業はテクノロジーのさまざまなユースケースを探求する意欲があると回答している。

生成AIの成熟度：導入と熱意

テクノロジー業界では、回答企業の半数近くが生成AIについて非常に高い知識を有することが示されている。情報通信業界では、
回答企業の40％が日常業務の非常に多くの分野で生成AIを利用していると答えている。エンタテイメント＆メディア業界では、回
答企業の生成AIに関する知識は中程度（45％）から高レベル（28％）という結果が得られている。

非常に高い（多い） 高い（多い） 中程度 低い（少ない） 非常に低い（少ない）

テクノロジー

エンタテイメント＆メディア

情報通信

48％

34％

38％

20％

26％

32％

30％

24％

40％

22％

20％

8％

8％

28％

16％

22％

10％

12％

12％

6％

20％

24％

生成AIに関する知識

日常業務での利用

時間の節約

調査した生成AIのユースケースの数

生成AIの利用頻度

生成AIに関する知識

日常業務での利用

時間の節約

調査した生成AIのユースケースの数

生成AIの利用頻度

23％

18％

20％

8％

10％

28％

15％

15％

15％

20％

45％

30％

33％

38％

30％

5％

28％

15％

28％

15％

10％

18％

13％

25％

22％

40％

20％

20％

20％

28％

20％

40％

40％

10％

42％

30％

30％

20％

10％

8％

10％

10％

20％

40％ 20％

生成AIに関する知識

日常業務での利用

時間の節約

調査した生成AIのユースケースの数

生成AIの利用頻度

生成AIに関する知識

日常業務での利用

時間の節約

調査した生成AIのユースケースの数

生成AIの利用頻度
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さまざまな組織の専門家は、生成AIが生産性を向上させ、大きな経済成長をもたらす可能性があることを認識している。その可
能性と先行企業が優位な立場に立つことも理解しているため、回答企業の大部分は生成AIを組織の優先事項トップ5に挙げてい
る。しかし、エンタテイメント＆メディア業界の回答企業の35％と情報通信業界の回答企業の40％は、生成AIを優先事項として認
識していない。

エンタテイメント＆メディア業界では、トップ3またはトップ5に挙げた企業のうち約60％が、生成AIイニシアチブへの投資を「中程
度」と回答している。

生成AI–優先順位と投資

質問：生成AIは現在、貴社の戦略的優先事
項の中でどの位置にありますか？

質問：生成AI主導の変革や介入への投資
は、貴社の規模に照らしてどの程度の金額
ですか？

テクノロジー業界は生成AIを重点分野に挙げており、回答企業の54％が戦略的
優先事項のトップ3に挙げている。エンタテイメント＆メディア業界でも生成AIを
重視する傾向が強まっており、回答企業の38％が戦略的優先事項のトップ5に挙
げている。情報通信業界では、回答企業の40％が生成AIを戦略的イニシアチブの
トップ3として優先している。

トップ3またはトップ5に挙げた企業のうち、テクノロジー業界および情報通信業
界の約66％が生成AIイニシアチブに「高額の」投資を行っていると回答している。

テクノロジー
トップ5 優先事項ではないトップ3

エンタテイメント＆メディア 情報通信

54％34％

12％

40％

20％

40％

28％

38％

35％

中程度高い（多い） 低い（少ない）

58％

67％

42％

66％

39％

33％

58％

30％ 5％

全体

情報通信

エンタテイメント＆
メディア

テクノロジー

3％
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企業のリーダー層は、生成AIの戦略的重要性と、製品の開発方法やサービスの提供方法を変革する可能性を認識している。また、
各業界では、さまざまな段階で生成AIの実装が進んでいる。例えば、ほとんどの組織が既に少なくとも1つの生成AIユースケースを
持っている。生成AIの導入は、顧客の期待に応える必要性、労働市場の変化、業界内での競争力の維持など、さまざまな要因によ
り推進されている。

テクノロジー業界では、生成AIとのインテグレーションに対する注目が顕著であり、40％の企業がアプリケーションの展開を準備
しており、2つを超える領域での実装に向けた具体的な戦略ロードマップを用意している。一方、エンタテイメント＆メディア業界に
おける導入状況はさまざまであり、35％が検討段階にある。また、情報通信分野では、回答企業の50％が現在検討中であると回
答している。

生成AIの導入段階

質問：貴社における生成AIの導入状況をお
答えください。

TMTセクターの回答企業の33％は、実装の準備ができた具体的な戦略ロード
マップを構築しており、さらに32％は、全社規模で少なくとも1つの生成AIアプリ
ケーションを実装している。

32％
26％

35％

50％

9％
14％

3％
10％

19％ 16％
25％

10％

32％
40％

25％
20％

33％
40％

25％
30％

0％
10％
20％
30％
40％
50％
60％

全体 テクノロジー エンタテイメント＆メディア 情報通信

試験的運用 部分的インテグレーション検討フェーズ

実装に向けた具体的な戦略ロードマップが用意され、2つを超える領域で実装されている

すべての従業員／顧客ベースで利用可能な、全社規模の生成AIアプリケーションが少なくとも1つ存在する
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質問：生成AIは貴社の現在のビジネスモデ
ルや提供可能な価値の差別化にどのような
インパクトを与えると思いますか？

回答企業の大部分（70％）が、生成AIが業務委託（アウトソーシング）、収益評価、
カスタマーエクスペリエンスに影響を与えると予想している。

エンタテイメント＆メディア業界の回答企業によって最もインパクトを受ける領域はカスタマーエクスペリエンスだと考える一方
で、テクノロジーと情報通信業界の回答企業はアウトソーシングと収益評価における変化を予想している。生成AIの導入は、新しい
サービスの開発、パートナーシップの構築、およびオペレーションの変更につながる可能性も存在する。BCGとNASSCOMのレ
ポートによると、インドのテクノロジー企業の66％は、生成AIについて詳細なインパクト分析を行い、その新しい役割を定義してい
る。さらに、ソフトウェアエンジニアと共にCoPilotの試験的運用を実施した大手企業では、満足度および従業員の健全性が60～
75％向上したことが示されている2。

2  https://web-assets.bcg.com/f6/5a/abdb70be44749d78ef21fafc89c5/ai-powered-tech-services-a-roadmap-for-future-ready-firms.pdf

40％

50％

60％

50％

60％

33％

78％

65％

60％

40％

34％

68％

76％

54％

54％

34％

70％

70％

56％

49％

生成AIを導入しなければ、競合他社に
市場シェアを奪われる。

生成AIの利用は、カスタマーエクスペリエンスの
個別最適化に役立ち、エンゲージメントを高める。

生成AIは業務委託（アウトソーシング）の状況を変え、グローバルな
収益とコストの再検討を可能とするものである。

生成AIの導入に時間がかかる企業は、強い価格圧力に
直面することが予想される。

生成AIは、新しい製品やサービスの考案、新たなパートナーシップの構築、
損益の変化につながるものである。

全体 エンタテイメント＆メディア 情報通信テクノロジー
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生成AIの実装戦略

企業が今後も競争力と適合性を維持するためには、意思決
定者が生成AIの重要性を理解し、ビジネスプロセスに実装する
ための堅ろうな戦略を策定する必要がある。この新技術を導入

するための重要なパラメーターは、ビジネスのニーズ、研究開発
（R＆D）と実装に割り当てられる予算、および企業が生成AIの
利用からベネフィットを得ることができる領域の存在である。

生成AIをベースとしたツールを導入する際の実装アプローチ

質問：貴社では、生成AIのユースケースをど
のように計画または実装していますか？

テクノロジー企業やエンタテイメント＆メディア企業は生成AIの実装に外部コン
サルタントを利用する傾向がある一方で、情報通信企業は生成AI実装戦略を社
内で開発することを選択している。

50％

27％

19％ 18％

2％

48％

32％

16％
18％

2％

58％

15％

20％
23％

0％

30％

50％

30％

0％

10％

0％

10％

20％

30％

40％

50％

60％

70％

外部コンサルタントと
共同で調達

インソース／
社内での実装

生成AIの機能を獲得する
ために合併や買収を実施

ハイパースケーラー
との提携

その他

全体 エンタテイメント＆メディア 情報通信テクノロジー
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テクノロジー業界では回答企業の半数近くがプライベートクラウドを選択しており、そのうち50％以上がカスタムモデルを利用し
ている。エンタテイメント＆メディア業界では3分の1近くの企業がプライベートクラウドを好み、その46％がカスタムモデルを選択し
ている。情報通信業界では40％がオンプレミスのプラットフォームを選択し、その大多数が学習済みオープンソースモデルを利用し
ている。

質問：どのタイプのプラットフォームに生成
AIソリューションを展開しましたか、または展
開を計画していますか？　組織で一般的に
好まれている展開モデルはどれですか？

TMTセクターに属する企業の39％は、生成AIソリューションの展開にプライベー
トクラウドを選択している。その中で約半数は、独自のデータを使用してモデルを
ゼロから学習させるカスタムモデルを選択している。

展開モデルを備えたプラットフォーム

学習済み 
オープンソースモデル

プライベートクラウド（39％）

ハイブリッドクラウド（23％）

オンプレミス（18％）

パブリッククラウド（14％）

18％

30％

33％

43％

学習済み占有モデル

28％

22％

39％

21％

カスタムモデル

54％

48％

28％

29％

3  https://arxiv.org/html/2402.06196v2

TMTセクターでは、さまざまな業務で生成AIツールの導入が
既に進行中である。生成AIの実装に関する判断は、組織の技術
的習熟度、リソースの配分、時間の制約、各ユースケースの特徴
や性格など、さまざまな要因に依存する。生成AIのユースケース
を外部コンサルタントと共同で調達することで、組織はブレーン
ストーミングから開発、ビジネス価値の割当て、規模を拡大した
プロジェクトへの移行まで、生成AIの取り組みを迅速に開始で
きる。その一方で、社内で生成AIモデルを構築した場合、組織の
ニーズに最も適した機能と特徴の構築が保証される。本調査に
よると、テクノロジー企業とエンタテイメント＆メディア企業の半
数は外部コンサルタントと共同で調達を行い、情報通信企業は

生成AIのインハウスによる実装を選択している。

企業が選択する実装の形式には、展開型モデルとプラット
フォームが存在する。BERTやLLaMa3といった学習済みオープ
ンソースモデルには簡単にアクセスすることが可能だが、GPT-
4、Gemini／PaLM 25などの学習済み占有モデルを利用する
にはライセンスが必要である。独自のデータを使用してモデル
全体をゼロから構築する企業があるほか、カスタムモデルを好
む企業が存在する。プラットフォームは、必要なセキュリティレベ
ルと予算に応じて、プライベート、パブリック、ハイブリッドに分
けられる。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
種
類

https://arxiv.org/html/2402.06196v2
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データ分析や製品設計から、コンテンツ生成や個別最適化されたチャットボットに至るまで、生成AIは幅広い機能を提供して
いる。しかし、これは万能のソリューションではない。生成AIの有効性は、適切なデータセットで学習することにより、特定のビジ
ネス上の課題や目的に合わせて調整することで実現される。コストの最適化、製品／サービスの拡充、セールス＆マーケティン
グ、従業員／カスタマーエクスペリエンス、内部報告、意思決定は、生成AIを導入することでプラスのインパクトを得られる領域
の一部である。

生成AIの実装領域に関しては、テクノロジー業界はコスト最適化と従業員／カスタマーエクスペリエンスの向上を優先し、エンタ
テイメント＆メディア業界は製品／サービスの拡充を重視する傾向がある。情報通信業界はコスト最適化が継続的な優先事項と
なっている。

生成AI実装の重点領域

質問：貴社が生成AIのユースケースを既に実
装している（または実装中である）場合、そ
れはどの領域に固有のユースケースですか？

テクノロジー業界とエンタテイメント＆メディア業界で既に生成AIソリュー
ションを実装している企業では、製品／サービスの拡充を重視し（それぞ
れ97％／80％）、情報通信業界ではコストの最適化（100％）に明確な重
点を置いている。

テクノロジー

エンタテイメント＆メディア

情報通信

製品／サービスの拡充 97％

80％

80％

80％

80％

60％
50％

75％

100％
100％

60％

60％

50％

50％

29％

12％

55％

55％

59％

65％

70％

70％

73％

24％

76％

22％

27％

27％

48％
8％

製品／サービスの拡充

製品／サービスの拡充

セールス＆マーケティング

セールス＆マーケティング

セールス＆マーケティング

コスト最適化

コスト最適化

コスト最適化

実装済み 実装計画中

従業員／カスタマーエクスペリエンス（自動チャットボットなど）

従業員／カスタマーエクスペリエンス（自動チャットボットなど）

従業員／カスタマーエクスペリエンス（自動チャットボットなど）

資本配分および財務計画・分析（FP＆A）などの
内部報告および意思決定

資本配分および財務計画・分析（FP＆A）などの
内部報告および意思決定

資本配分およびFP＆Aなどの
内部報告および意思決定
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最大の導入機会とROI

質問：生成AIを実装する最大の機会はどの
領域にあると思いますか？

全ての業界の回答企業が､イノベーションとリサーチの領域で生成AIを導
入する機会が最大であると認識しており（業界により75％から90％）、この
領域が技術の導入によるインパクトが最も大きいことを示している。

生成AI技術の実装には、資金投資、熟練した人材、計算基盤、包括的な学習プログラムなど、さまざまなリソースの配分が必要と
なる。企業が新技術への投資を検討するのはROIに寄与する場合のみであり、生成AIの場合はROIにプラスの影響をもたらす。

83％

67％

49％

35％

90％

76％

48％
42％

75％

58％

45％

28％

80％

60％

70％

30％

0％

10％

20％

30％

40％

50％

60％

70％

80％

90％

100％

イノベーションとリサーチ
（新製品・サービス）

知見主導型領域
（予算編成、FP＆A、例外管理、

コンプライアンス）

コミュニケーション／
ステークホルダーとの対話
（報告と最新情報の共有）

全体 エンタテイメント＆メディア 情報通信テクノロジー

多数のトランザクションが
存在する領域（オペレーション、

買掛金関連、採用）



質問：既に実装されている（あるいは実装中
の）生成AIのユースケースが目標とするROI
を達成するには、どの程度の期間が必要だ
と思いますか？

全ての業界における回答企業の大部分、特にテクノロジー業界と情報通
信業界では、実装した生成AIユースケースの効果を既に実感しており（そ
れぞれ44％と40％）、目標とするROIの達成に向け順調に進んでいる。

テクノロジー業界の回答企業（32％）は、今後1年以内に目
標とするROIを実現できると予想している。しかしながら、情報
通信業界の回答企業の30％は、目標とするROIの達成時期が
不透明だとしている。

40％

21％

27％

6％ 6％

44％

32％

22％

2％
0％

35％

13％

35％

10％
8％

40％

0％

20％

10％

30％

0％

5％

10％

15％

20％

25％

30％

35％

40％

45％

50％

既に効果を確認しており、
目標とするROIに向けて
順調に進んでいる

今後1年以内 2～3年 3年以上 よく分からない

テクノロジー エンタテイメント＆メディア 情報通信全体
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従業員の準備と生成AI利用へのインセンティブ

質問：生成AIを受け入れ、そのベネフィット
を享受するために、従業員による準備をどの
ように進めていますか？

質問：生成AI技術を導入する従業員に対し、
どのようなインセンティブや報酬を与えてい
ますか？

TMTセクターの70％近くの企業は、対象を絞ったワークショップや学習モ
ジュールを実施することで、従業員が生成AIを受け入れ、そのベネフィット
を受けられるよう準備を行っている。

エンタテイメント＆メディア業界および情報通信業界では、資金配分の増加が従
業員の生成AI導入イニシアチブを促進する主な原動力となっている。それに対
し、テクノロジー業界では、従業員は報酬、評価、主要業績評価指標（KPI）との
連携などのインセンティブに基づき生成AIを受け入れる傾向が見られる。

生成AIを最大限に活用するためには、新規技術の導入プロセスに従業員を関与させることが重要である。企業は従業員のテクノ
ロジーに関する精通度と生産性を向上させ、テクノロジーを最大限に活用し、ソリューションと組織の従業員の両方にとって最適な
パフォーマンスを引き出すための方法を模索している。

テクノロジー企業やエンタテイメント＆メディア企業は、スキル開発認証プログラムにリソースを投入している。情報通信企業も、
自社にとってアクセスしやすいAIツールやプラットフォームを優先的に利用している。

68％
66％

73％

58％

46％ 45％

36％
33％

1％

64％

50％

60％

44％ 36％

0％

55％
40％

25％
20％

28％

3％

60％

40％

50％
50％

60％

40％

0％
0％

10％

20％

30％

40％

50％

60％

70％

80％

対象を絞った
ワークショップと
学習モジュールの実施

スキル開発認証
プログラム
への投資

生成 AIハッカソン
やイノベーション
チャレンジの開催

社内の AIコミュ
ニティ、自動化
チャンピオン、
フォーラムの設立

容易に利用可能な
AIツールおよび
プラットフォーム

の提供

メンターシップと
ロールモデル・
プログラムの奨励

利用可能な
プログラムは
存在しない

全体 エンタテイメント＆メディア 情報通信テクノロジー

62％ 60％
51％

14％

58％
70％ 66％

14％

65％

48％

33％

18％

70％
60％

50％

0％
0％

10％
20％
30％
40％
50％
60％
70％
80％

イニシアチブへの
資金配分の拡大

報酬・評価 KPIとの連携 特定のプログラムなし

テクノロジー エンタテイメント＆メディア 情報通信全体
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テクノロジー業界のリーダー層の80％が、自社において生成AIの利用が最も適している事例として「製品開発、インテグレーショ
ンと展開」を挙げている。製品開発（コーディングおよびテストを含む）を選択したテクノロジー業界のリーダー層のうち、40％が既
にこのアプローチを導入しており、その傾向はさらに高まっている。

テクノロジー業界では、さまざまなアプリケーションで生成AI
が利用されている。GitHub CopilotやTabnineなどの一般的な
ツールはコード補完に役立ち、SeleniumやAppiumベースのテ
ストツールは、多様なテストケースを作成することで堅ろうな
コードテストに特化している。これらの機能は、プロセスの合理
化、時間の節約、リソース配分の最適化により、製品開発に大き
く貢献する。ハードウェア分野では、生成AIは製品設計を支援
し、企業が多様なコンセプトを探求して、革新的かつ最適化され
た設計を生み出すことを可能とする。常に自己の業務をビジネ

スの本流に統合・展開しているソフトウェアエンジニアにとって、
生成AIは、変更追跡、バージョン履歴の管理、バグの自動検出
および修正でより重要な役割を果たす。このような機能性は、開
発速度、信頼性、および効率的なユーザーフィードバックの統合
を向上させることにより、製品やサービスの拡充に役立つことが
期待される。

自動化されたコーディングとテストを含む製品開発は、生成
AIを適用する上で最もインパクトのある領域とされており、ディ
スラプションの度合を示す1-5段階で4と5の高い評価を獲得し
ている（5はディスラプションのレベルが最も高いことを示す）。
テクノロジー分野のサブセグメント（ハードウェアとソフトウェ

ア）では、製品開発、インテグレーションと展開におけるディスラ
プションが最も大きいと考えられている。また、B2Bサービス企
業はサポートとメンテナンスを優先し、B2Cサービス企業は販
売促進に重点を置いている。

ディスラプション小 ディスラプション大

テクノロジー

ユースケース／ 
主な知見

社内オペレーション
（人員、財務）

高度に個別最適化
されたサービスに 
よるセールスの実現

サポートと 
メンテナンス

インテグレーション
と展開

製品開発 
（自動コーディング 
およびテスト）

回答企業の割合
（最も関連性の高
いユースケース）

26％ 60％ 70％ 80％ 80％

インパクトの性質 社内の意思決定 市場投入 市場投入 製品／サービスの
拡充

イノベーション／
新製品開発

導入スケジュール 実装済み 1～2年以内 実装済み 実装済み 実装済み

TMTセクターに 
おける生成AIの
ユースケース
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生成AIは、コンテンツ生成、個別最適化されたマーケティング、
および対話型ストーリーテリングを強化できることから、エンタ
テイメント＆メディア業界に変革をもたらす可能性を秘めてい
る。このテクノロジーをワークフローに組み込むことで、企業は
コンテンツの作成とキュレーション（整理・編集）プロセスを向

上させ、個人の好みに合わせてカスタマイズし、全体的なユー
ザーエクスペリエンスを向上させられる。生成AIは、高度なアル
ゴリズムとニューラルネットワークを活用してテキストを魅力的
な画像へとシームレスに変換し、ビジュアルストーリーテリング
機能を強化し、業界内の創造的な視野を広げる。

回答企業の50％が複数言語での字幕生成を選択した。ただ
し、インパクトの評価は低く、最もディスラプションの小さいユー
スケースの1つと位置付けられている。従来型、デジタルメディ
ア、その他のスポーツ、ホスピタリティなどを含むエンタテイメン

ト＆メディア分野のサブセグメントでも同様の傾向が見られ、コ
ンテンツ生成と個別最適化マーケティングが最もディスラプショ
ンが大きいユースケースになると予想されている。

エンタテイメント＆メディア

エンタテイメント＆メディア業界では、90％の企業が「コンテンツ生成」を選択し、77％が「個別最適化マーケティング」を選択し
ている。ユースケースはほぼ完了しており、50％が1年以内の実装を計画している。また、サービスを拡大するために、70％の組織
が生成AIを活用している。

ディスラプション小 ディスラプション大

ユースケース／ 
主な知見

複数言語での 
字幕生成

高度に個別最適化
されたコンテンツ
推奨

リアルタイムの
翻訳とローカ 
リゼーション

対話型ストー
リーテリング

個別最適化 
されたマーケ
ティング

コンテンツ生成
（ビデオ／ 
オーディオ／ 
テキスト）

回答企業の割合
（最も関連性の高い
ユースケース）

50％ 48％ 48％ 50％ 78％ 90％

インパクトの性質 イノベーション／
新製品開発

市場投入 イノベーション／
新製品開発

市場投入 市場投入 製品／サービス
の拡充

導入スケジュール 実装済み 1～2年以内 1～2年以内 1～2年以内 1年未満 1年未満
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情報通信業界は絶え間なく進化しており、生成AIとのインテグ
レーションは前途有望かつ新たな可能性をもたらす。生成AIは、
カスタマーケア、ビジネスオペレーション、セールス、ネットワー
ク運用など、情報通信に特化したシナリオを構築、テスト、最適
化するためのソリューションを提供している。インドの通信事業
者は、顧客と従業員のエクスペリエンスを向上させるソリュー

ションを導入している。生成AIは、個別最適化されたガイダンス
とプロアクティブなトラブルシューティングを提案することで、メ
ンテナンス担当者をサポートするリアルタイムの支援を提供す
る。これはネットワークデータと顧客行動の分析を通じて達成さ
れ、問題の迅速かつ効果的な解決を可能にする。

情報通信分野のサブセグメントである通信サービス提供事業
者（CSP）とインフラ・機器の提供事業者では、サポートとメン
テナンスが最もディスラプションが大きいユースケースである。
また、インフラ提供事業者では、カスタマーエクスペリエンスの

向上が重要であり、CSPでは、個別最適化されたプロモーショ
ンと価格設定、およびネットワークの最適化が重要と回答して
いる。

情報通信

情報通信業界では、主なユースケースに「設備・サービスの提供準備やメンテナンスのリアルタイムサポート」（90％）と「個別最
適化されたプロモーションと価格設定」（80％）が含まれており、現在の管理方法に変革をもたらす可能性があることを示している。
リアルタイムサポートを優先している企業のうち、44％が既に実装を完了している。

ディスラプション小 ディスラプション大

ユースケース／ 
主な知見

予測的なメンテナン
スと資産管理の実現

ネットワークの 
最適化

個別最適化された 
プロモーションと 
価格設定

顧客満足度と個別
最適化の向上

設備・サービスの提
供準備やメンテナン
スのリアルタイムサ
ポート

回答企業の割合
（最も関連性の高い
ユースケース）

30％ 70％ 80％ 70％ 90％

インパクトの性質 多岐にわたる 
回答あり

製品／ 
サービスの拡充

市場投入 イノベーション／
新製品開発

イノベーション／
新製品開発

導入スケジュール 実装済み 実装済み 2年以上 実装済み 実装済み
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TMTセクターでは、効率性と生産性を向上させ、意思決定を
改善し、カスタマーエクスペリエンスを向上させるために、人事、
財務・会計、セールス＆マーケティング、IT、サプライチェーンな
どのさまざまな機能で生成AIを活用している。例えば、ITeS企
業では、生成AIを人事管理、セールス＆マーケティング機能に適

用し、認知チャットボットを中心としたクライアントアプリケー
ション、マーケティングやメディア向けのコンテンツ作成と最適
化、コード生成の自動化、合成データ生成など、さまざまな取り
組みを行っている。

業務機能

人事

財務・会計

セールス＆
マーケティング

IT

サプライチェーン

6

11

14

2

25

19

12

15

7

5

13

75

37

71

30

30

69

57

58

33

34

21

24

人材の獲得と新人研修

従業員のエンゲージメントと管理

学習と開発

オフィス管理

コア会計

財務計画と分析

自動化された財務アドバイスとサービス

コンプライアンス・監査

税務調査・訴訟

契約管理

取引関連ファイナンス

顧客の分類とターゲット設定

見込み客の創出

広告を含む顧客との会話

パイプライン管理とインセンティブ管理

チャネル管理

ITサポートの自動化

高度な脅威検出とインシデント対応

知識ベースの自動生成と検索

自動コード補完とテストスクリプト生成

サプライチェーンのリスク分析と予測

サプライヤー実績管理

サプライチェーン最適化と検索

回答企業数

質問：選択した業務機能について、最も大き
なインパクトを与えると予想されるユース
ケースはどれですか？

回答企業の大半は、生成AIが最大限にインパクトを発揮することが可能な
業務機能として、セールス＆マーケティングとITを挙げている。
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生成AIがサプライチェーン、IT、セールス＆マーケティング、財務・会計、人事の分野に統合されるにつれ、機能の発揮方法が大き
く変わりつつある。労働力管理の最適化から、財務タスクの自動化、市場動向の予測、見込み客の創出、デジタル広告のサポート、
サイバーセキュリティの強化、サプライチェーンロジスティクスの改善まで、生成AIはバリューチェーン全体に大きなインパクトを与
え、TMT企業の効率性と市場の動向や変化への対応を向上させる。

TMTセクター全体において、セールス、マーケティング、IT部
門が、生成AIの導入によって最も大きなインパクトを受ける業
務機能と考えられている。セールス＆マーケティングにおいて、
生成AIは、顧客の行動とペインポイントを分析し、戦略的意思
決定のための実用的な知見を提供することで、顧客の分類と
ターゲット設定をサポートできる。また、個別最適化された製品
の提供を促進し、それによって全体的なカスタマーエクスペリエ
ンスの向上が可能である。生成AIはさらに、インタラクティブで
カスタマイズされた広告の生成を可能とし、組織が顧客への

機能全体の中でインパクトが見られた上位2つのユースケース、実装のスケジュール、インパクトの性質

インパクトの性質

回答企業の87％は、生成AIにより最大のディスラプションが予想されるのは「セールス＆マーケティング」の機能であり、次いでIT
の85％と想定している。

業界／業務機能 人事 財務・会計 セールス＆ 
マーケティング

IT サプライチェーン

テクノロジー

エンタテイメント＆ 
メディア
情報通信

人事 財務・会計 セールス＆ 
マーケティング

IT サプライチェーン

学習と開発 コア会計 顧客の分類と 
ターゲット設定 

ITサポートの自動化 サプライチェーンの 
リスク分析と予測

実装済み 実装済み 1～2年以内 実装済み 1年未満

従業員のエンゲージ 
メントと管理

財務計画と分析 広告を含む顧客との会話 知識ベースの自動生成
と検索

サプライチェーンの 
最適化

実装済み 実装済み 実装済み 実装済み 2年以上

ユースケース実装のスケジュール

コスト最適化 製品／サービスの拡充 市場投入 イノベーション／ 
新製品開発

社内の意思決定

ディスラプション小 ディスラプション大

リーチと顧客のエンゲージメントを拡大するのに役立つ。

IT部門では、生成AIが24時間体制で支援を提供することで、
サポートサービスに革命を起こし、コストを削減し、人的リソー
スの負担を軽減できる。さらに、検索プロセスを自動化し、膨
大なデータセットから知見を得ることで、ナレッジマネジメント
を強化する。これにより、業務効率と意思決定を最適化しつ
つ、イノベーションと新製品開発への利用を実現することが可
能となる。
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責任あるAIの利用

責任あるAIの利用とは、倫理的かつ透明性と説明責任の伴う
方法でAIシステムを開発し、展開することを意味する。これは、
AIの利用が公正かつ安全であること、またユーザーのプライバ
シー、知的財産、人権が尊重されていることを保証するための

ものである。生成AIの導入には多くのベネフィットがあるが、課
題も存在する。組織はこれらの課題に積極的に取り組み、責任
あるAI戦略を実行して、この新たな技術の複雑さを克服し、その
可能性を最大限に引き出す必要がある。

生成AIの導入に伴う課題は多面的である。技術が複雑である
ことから、スキルを有する人員の確保が必要であり、リーダー
シップとの連携が必要となる。これらの課題を理解し、効果的な
リスク軽減戦略を実施することは、生成AIを導入する企業にとっ
て不可欠である。

本調査では、TMTセクターの企業にとって、インフラの準備に
関する懸念が生成AIの実装における最大の課題の1つであるこ
とが示されている。これは、TMT企業が生成AIをサポートする
ためには新しいテクノロジーとインフラに投資する必要があり、
場合によっては全面的な刷新につながるという事実に起因して
いる。

生成AIの導入における課題とリスク

質問：生成AIの実装に関連するビジネス上
の主な課題は何ですか？

技術インフラの準備は、生成AIの実装に際し、TMTセクターの組織が直面
するビジネス上の課題のトップ3の1つである。
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生成AIは情報通信業界の運営、顧客とのやり取り、サービス
提供の方法に革命を起こす可能性を秘めているが、90％もの
情報通信企業が生成AIを導入する際の複雑性を主な阻害要因
として認識している。また、新しいシステムを既存のシステムに
統合することがいかに複雑で時間がかかるかを指摘している。
さらに、リソース集約型の生成AIソリューションに対処するに
は、追加の計算リソースと複雑なアルゴリズムがしばしば必要
となる。必要なリソースの増加が実現しない場合、生成AIシス
テムの拡張可能性と効率が限定的になる可能性がある。

本調査で明らかになったその他の重要なポイントとしては、
データの可用性（66％）と既存システムとの統合（62％）がテ
クノロジー業界のリーダー層の主な関心事である一方で、エン
タテイメント＆メディア業界では、技術インフラの準備（68％）
が優先事項となっていることが挙げられる。

本調査は、TMTセクターの生成AIに対する信頼と関心を明ら
かに示している。これは、企業リーダー層の約98％が生成AIの
導入に伴う課題に対処し、リスクを軽減するために何らかのソ
リューションを選択しているという事実から推測できる。

調査結果によると、生成AIの導入に関連するリスクを軽減す
るための主要なアプローチとして、取締役会レベルによるレ
ビューと議論が目を引く結果となっている。これは、企業のリー
ダー層が意思決定プロセスに取締役を関与させ、それによって
全てのステークホルダーの信頼を醸成しているという、積極的
な姿勢を示している。さらに、生成AIの導入に関する議論に積
極的に参加することで、取締役会は企業の長期目標、リスク許
容度、企業価値との整合性を確保するための戦略的管理を行う
ことができる。この傾向は3つの業界で一貫しており、テクノロ
ジー業界では90％、エンタテイメント＆メディア業界では83％、
情報通信業界では90％の企業が取締役会レベルのレビューと
議論を選択している。

TMTセクターのリーダー層のうち61％が、レビュープロセス
にCISO事務局を参加させている。これはデータセキュリティの
重要性を示している。また半数以上の組織が、外部組織による
検証を求めており、回答企業の52％が、評価のために独立した
外部コンサルタントを採用している。内部監査チームも、関与の
度合いは低いものの、38％がレビュープロセスに参加している。

エンタテイメント＆メディア業界は、TMTセクターの中で唯
一、5％の企業が生成AI導入時にリスク軽減メカニズムを有し
ていないと答えた業界である。生成AIが無秩序に利用され、

人間と人工的なコンテンツの境界線が曖昧になるにつれ、業
界におけるオリジナリティと権利帰属の課題が生じる。これに
より、AIが生成したコンテンツの著作権に関する明確なガイド
ラインの必要性が高まっている。この問題が解決されなけれ
ば、業界は生成AIの大規模な応用機会を失う可能性がある。
これに対処するために、エンタテイメント＆メディア業界のリー
ダー層は、これらの課題に対処するためのリスク軽減戦略を
検討する必要がある。

質問：上記のリスクを管理するために、生成
AIのユースケースやアプリケーションのレ
ビューや評価は行われていますか？

導入の課題に対処するために、87％の組織が取締役会レベルのレビュー
と議論を選択しており、関心の高さとガバナンスの重視が示されている。
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生成AIの急速な普及は、技術に付随する固有のリスクをもた
らすものであり、強固なガバナンスの必要性が浮き彫りになって
いる。AIの規制およびベストプラクティスは急速に発展しており、
生成AIに関連するリスクを軽減するための規制を多くの国が積
極的に立案している。しかしながら、規制の実施よりも速いペー

スで技術が導入されていることから、依然として懸念事項が存
在する。下のグラフは、生成AIをワークフローに統合する際の基
本方針の有効性に関して、TMTセクターのリーダー層の視点を
掘り下げたものである。

生成AIがますます自律的な存在になるにつれ、技術の制御、
安全性、説明責任に関する懸念が高まっている。企業は、偏見や
差別などの倫理的配慮への対処、誤用や不当な利用の防止、
データプライバシーと著作権保護、複雑なアルゴリズムの透明
性と説明能力の確保など、いくつかの重要な課題に取り組んで
いる。これは、大規模言語モデル（LLM）のような基本モデルの
場合に特に顕著である。NASSCOMのレポートによると、ほと
んどのステークホルダーは倫理的なAI利用に関する取り組みの
初期段階にあり、60％がバイアス検出などの懸念に焦点を当て
た倫理方針を構築している4。AIにおける倫理的なデータプラク
ティスは、以下の2つの段階で実装されている5。

• データセットの作成中：十分な多様性が確実にLLMに組み
込まれるようアナリティクスを活用する

• データセットの利用中：バイアスを除外するために、LLMパ
ラメーターを定義する

生成AIは、盗作や著作権違反に関する懸念や、より深いレベ
ルでは、真偽や信頼性といった基本的概念の再評価の必要性な
ど、従来よりも複雑な状況をもたらす技術である。生成AIは、人
間が開発した素材に酷似したテキスト、画像、音声、または映像
コンテンツを生成する能力があることから、信頼性が問題とな
る。例えば、個人を巧みに模倣したディープフェイクの拡散は、
個人の評判にリスクをもたらし、偽情報を広め、世論を動かす
可能性がある。このように非常にリアルな合成物は、ニュースや
その他コンテンツに対する懐疑的な感覚を助長することにより、
より広範な社会的・政治的弊害をもたらす。

これらの課題に対応するため、企業とその取締役会は、AIガ
バナンスを目的とした社内基本方針の確立について、規制当局
や株主からの高まりつつある圧力に直面している。いくつかの共
通の基本方針が生まれつつあるが、その広範な導入にはまだ限
界がある。

責任ある生成AIの導入

質問：貴社の基本方針の堅ろう性をどのよう
に認識していますか？

TMTセクターのリーダー層の大半は、基本方針の堅ろう性に自信がないと
答えている。
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4  https://www.business-standard.com/companies/news/60-of-businesses-in-india-embrace-responsible-ai-practices-nasscom-123122600840_1.html

5  https://web-assets.bcg.com/f6/5a/abdb70be44749d78ef21fafc89c5/ai-powered-tech-services-a-roadmap-for-future-ready-firms.pdf

https://www.business-standard.com/companies/news/60-of-businesses-in-india-embrace-responsible-ai-practices-nasscom-123122600840_1.html
https://web-assets.bcg.com/f6/5a/abdb70be44749d78ef21fafc89c5/ai-powered-tech-services-a-roadmap-for-future-ready-firms.pdf
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これらの課題に対応するため、企業とその取締役会は、AIガバナンスを目的とした社内基本方針の確立について、規制当局や
株主からの高まりつつある圧力に直面している。いくつかの共通の基本方針が生まれつつあるが、その広範な導入にはまだ限
界がある。

TMTセクターのリーダー層は、生成AIがもたらすセキュリティ上の課題（43％）と、機能に内在するバイアス（31％）について懸
念を示している。

データプライバシーの確保は、個人が自己の個人情報を管理
し、不正アクセスを防ぐために重要な要素である。また、詐欺や
サイバー犯罪を防止し、個人と組織の間の信頼を確立するため
にも必要である。TMTのような厳格に規制されたセクターにお
いて、生成AIはデータセキュリティに関する懸念を生じさせる。
構造化されていないテキストとマルチモーダルデータにより複
雑な性質を有していることから、独創的な匿名化の方法が必要
となる。適切な検証が行われない場合、壊滅的な結果となる可
能性がある。例えば、サイバーセキュリティ企業のCloudSEK
は、インドにおける7億5,000万人もの個人情報の流出という、
大規模なセキュリティ侵害を明らかにした。この侵害には、氏
名、携帯電話番号、住所、国民識別番号などの重要な情報が含
まれており、個人と組織の両方に重大なリスクをもたらした6。

これは、データプライバシーについて、調査回答企業の38％
が社内基本方針を5段階評価で5と評価した理由として妥当な
ものである。TMT企業はこのデータプライバシー分野への莫大
な投資を行い、政府も詐欺やデータ侵害を防ぐ努力を講じてい
る。例えば、2023年のデジタル個人データ保護法の導入により、
フィンテック企業は同法の規定を順守するための投資を行い、
顧客データ管理を向上させることが義務付けられている。

セキュリティについては、回答企業の33％が社内基本方針に
ついて5段階評価で5点と評価している。バイアスに関しては、回
答企業の43％が基本方針を3点と評価しており、情報通信業界
では80％となっている。

質問：社内の基本方針を1（存在を認識して
いない）から5（完全に成熟し、実施されてい
る）までの5段階でどのように評価しますか？

回答企業の38％が自社の基本方針は完全に成熟していると評価しており、
データプライバシーに関しては5点と評価し、44％が説明能力に関するポリ
シーを4点と評価している。

6   https://www.indiatoday.in/technology/news/story/data-of-750-million-telecom-users-in-india-being-sold-on-dark-web-cyber-experts-
claim-2495752-2024-01-31
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生成AIの利用は、ユーザー側のコンピューターが関与するこ
とからカーボンフットプリントの低い技術に思えるかもしれない
が、使用するエネルギーやコンピューティングリソースにより、環
境に大きな影響を与える可能性がある。例えば、単体のAIモデ
ルを学習すると、626,000ポンドの二酸化炭素が発生する。この
数字については、平均的な中型車がその耐用年数全体において
排出する二酸化炭素が約40,000ポンドであることを考えると理
解しやすいと思われる7。すなわち、1つの生成AIモデルを学習さ

せることで、中型車が寿命までの間に排出する二酸化炭素のほ
ぼ5倍を発生させる可能性があるのである。これは、AIの利用が
再生不能エネルギーによる電力を使用して、炭素を排出させる
ことが原因である。また、コンピューター？　を格納するデータ
センターも、温室効果ガスの排出を増加させる。生成AIの二酸
化炭素排出対応には、環境コストが必要となる。

回答は全ての業界でほぼ一致しており、テクノロジー業界で
は44％、エンタテイメント＆メディア業界では40％、情報通信業
界では50％が第三者を通じて環境への影響を軽減するために
行動している。

TMTセクターの回答企業の約28％が、環境への影響はない
と認識し、18％はベネフィットがコストを上回ると答えている。
TMT企業のリーダー層の46％は依然として、生成AIが環境に
及ぼす影響を軽減するために作戦を練る必要はないと考えてい

るが、至急行動を起こす必要があると言える。生成AIをより環境
に優しいものにするために、最新のAIオペレーションを行うデー
タセンターに再生可能エネルギーを利用する革新的な取り組み
も進んでいる。

エネルギー効率の高い未来型生成AIの設計に向けて、エネル
ギー効率が非常に高いハードウェアの開発が有望であること
も、組織がより環境に優しい形でAIアプリケーションを利用する
ために重要だ。

TMTセクターにおける生成AIの継続的な導入

質問：生成AIが環境に与える影響を持続可
能性の観点から把握していますか？

TMT企業のリーダー層は、生成AIの環境フットプリントを認識
しており、43％がその影響を軽減するためにサードパーティと
協力している。

7   https://www.forbes.com/sites/forbestechcouncil/2024/03/28/genais-carbon-footprint-a-new-challenge-for-corporations/#:~:text=A%202019%20
study,in%20 corporate%20business
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環境負荷を相殺するために
第三者と協力している

影響はないと思う 影響はあるが、ベネフィットが
コストを上回るという共通認識がある

何もしていない
- サポートが必要

エンタテイメント＆メディア 情報通信テクノロジー全体

https://www.forbes.com/sites/forbestechcouncil/2024/03/28/genais-carbon-footprint-a-new-challenge-for-corporations/#:~:text=A%202019%20study,in%20 corporate%20business
https://www.forbes.com/sites/forbestechcouncil/2024/03/28/genais-carbon-footprint-a-new-challenge-for-corporations/#:~:text=A%202019%20study,in%20 corporate%20business
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生成AIの実装に 
関する主な検討事項

ROIを評価しつつ、
機会とインパクト領域を特定する01

02

04

03 展開モデルとプラットフォームの
種類を選択する

実装アプローチを選択する

生成AIを採用し、
そのベネフィットを享受するために、
従業員の準備を整える

31   PwC   |   テクノロジー・メディア・情報通信業界における生成AI－－構想から現実へ



32   PwC   |   テクノロジー・メディア・情報通信業界における生成AI－－構想から現実へ

生成AIの実装が成功するか否かは、従業員がこの技術をどの
ように受け入れ、生産性の向上につなげるかに大きく左右され
る。TMTセクターの企業（68％）は、生成AIのベネフィットと利
用効率に関する認識を共有するために、ワークショップを実施
し、さまざまな学習モジュールを提供している。

生成AIベースのソリューションを導入する企業の最初のタス
クは、生成AIが、セールス、マーケティング、カスタマーサービス、
製品開発、オペレーションの最適化、データ分析、意思決定プ
ロセスを向上させる機会と提供可能な領域の特定である。例え
ば、テクノロジー業界（97％）とエンタテイメント＆メディア業界
（80％）では、リーダー層はより幅広いオーディエンスへのリー
チ拡大を目的とした製品／サービスの拡充に向け生成AIを利
用しており、情報通信業界（約100％）は、主にコスト最適化の
ために生成AIを活用している。

生成AIには、革新的な新製品や新サービスの開発、実用的な
知見のためのレポートの要約、ステークホルダーに対する報告
の支援など、多種多様な適用範囲が存在する。これは、生成AI
の導入前に、自社のニーズに合わせたソリューションを選択す
る必要があることを意味している。TMTセクターでは、生成AIを
主にイノベーションとリサーチに利用していると83％の企業が
回答している。

予算とリソースの配分に際し、情報に基づいた意思決定を行
うには、生成AIの実装に関するROIを理解することが重要であ
る。TMTセクターに属する企業全体の40％は、生成AIの導入に
よる目に見えるインパクトを実感しており、収益性の高い投資だ
と考えている。

企業は、特定のニーズ、スケジュール、予算に基づいて、展開
モデルとプラットフォームの種類を選択することが可能である。
堅ろうなデータセキュリティを確立するために、高レベルのセ
キュリティを提供するオンプレミスまたはプライベートクラウド
などのオプションが推奨される。逆に、スケーラビリティを優先
する場合は、パブリッククラウドの選択が推奨される。さらに、
プラットフォームについては、オープンソース、自社占有、カスタ
ムソリューションなど、さまざまなタイプを選択可能である。テ
クノロジー業界では、回答企業の50％近くがプライベートクラ
ウドを選択し、その半数以上がカスタムモデルを選んでいる。エ
ンタテイメント＆メディア業界では、約33％がプライベートクラ
ウドを選択し、その46％がカスタムモデルを選択している。情
報通信業界では、40％がオンプレミスプラットフォームを選択
しており、そのほとんどが学習済みオープンソースモデルを選ん
でいる。

インパクト領域と機会が特定されたら、次のステップは、組織
内における生成AIの適切な実装戦略の決定となる。企業には、
社内開発、外部コンサルタントの雇用、ハイパースケーラーとの
戦略的提携、生成AIの能力を持つ企業との合併や買収など、さ
まざまな選択肢がある。それぞれの選択肢について、組織固有
の要件と目的に基づき慎重に検討することが必要となる。テク
ノロジー企業とエンタテイメント＆メディア企業は、生成AIの実
装に外部コンサルタントを利用する傾向がある一方で（それぞ
れ48％と58％）、情報通信企業は、社内での開発を選択してい
る（50％）。

ROIを評価しつつ、機会とインパクト領域を特定
する 適切な展開モデルとプラットフォームを選択する

生成AIを受け入れるための従業員の準備を整える

適切な導入アプローチを選択する

01 03

04

02
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結論
かつては理論的な概念であった生成AIは、今や現実のものと
なり、さまざまな業界の企業で既に導入されています。しかし、
生成AIの将来は、それが目に見えるベネフィットを実現するか
否か、また長期的に組織の目的を達成する手段となり得ること
を、組織のリーダーに納得させることができるかどうかにかかっ
ています。本調査では、生成AIの導入、実装の可能性がある領
域、技術の採用のロードマップについて重要な知見を得るため
に、TMTセクターの企業を対象として戦略に関する質問を投げ
かけました。インドのTMTセクターにおける生成AIの導入は、
ベネフィットと課題の双方を伴う、前例のない変化をけん引する
ことになると考えられます。責任あるAIの導入は、事業の継続
性を確保します。進化する規制およびESGの目標を順守するこ
とは、技術の持続的成長にとって極めて重要です。堅ろうなデー
タガバナンスの実施とスキルアップへの投資は、ステークホル
ダーの信頼を構築し、変革を実現する生成AIがもたらすベネ
フィットを最大化するために不可欠です。
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調査方法に 
ついて

2024年3月、PwCインドは100人の企業リーダー層と上級管
理職を対象にオンライン調査を実施し、生成AIがTMTセクター
における将来の展望をどのように形作っているか、また組織が
その影響にどのように対応しているかについて包括的な知見を
収集した。この調査は、生成AIが引き起こす可能性のあるディス
ラプション、組織内での戦略的重要性、投資レベル、導入状況、
実装戦略、さまざまな業務機能に対するインパクトを理解する
ことを目的としている。さらに、実装、従業員による準備とイン
センティブ、リスク対応基本方針、環境の持続可能性に関する
懸念に関連する課題についても調査した。

回答企業の内訳は、50％がテクノロジー業界、40％がエンタ
テイメント＆メディア業界、10％が情報通信業界であり、多様な
業界に属する企業がサンプルを構成した。テクノロジー業界の
回答企業のうち、55％以上がソフトウェア製品に従事している
のに対し、エンタテイメント＆メディア業界の回答企業のほとん
どは、従来型メディアに従事している。回答企業の大半は、売上
高が10億ルピーから1,000億ルピーの組織に属しており、従業
員規模は100人から1万人であった。

アンケート回答者について
サンプル数=100 組織内における回答者の階層

経営幹部と上級
管理職を対象
に、2024年3月2日
から3月20日にかけ
て調査を実施した。

45％
経営幹部の直
属部下（CEO
から2階層下）

36％
経営幹部
（CEOから 
1階層下）

19％
CEO

6％

17％

37％

31％

9％

組織の収益（1,000万インドルピー）

1,000-10,000 10,000 ≥
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回答企業（業種別）
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情報通信
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